
知財功労賞　経済産業大臣表彰

令和4年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

●CIPOである副社長をトップとする知財戦略会議を有し、事業戦略、研究開発戦略、知財戦略を一体的
に、かつ、小規模企業の特徴を活かしたスピーディ・的確な企業運営を行っている。当社は防雪柵以
外の分野では後発メーカーであることから、画期的な製品開発をして特許を取得しなければ市場参入
が難しいと判断し、知財重視の経営戦略を実施してきた。
●当社独自技術である「理研スピンドル®」を活用した、ワイヤーロープ用視線誘導標【光るワイヤー
ロープ】を開発し海外展開を図っており、米国、欧州、ロシア、インド、インドネシア、タイ、中
国、韓国等に特許出願している。さらに本技術を活用したエレベーター用ワイヤーロープ点検装置と
して海外（米国、欧州、中国）へ出願した。今後はドローン用荷物着脱自動化アタッチメント「理研
ペンデュラム®」を海外特許PCT出願した各国への移行手続きを実施する。
●当社の所有する風洞実験設備で実験を積み重ねて開発された高性能防雪柵により、それまで対策が困
難だった広幅員道路への防雪柵の設置が可能となったことで、競合他社製品との差別化が図られ、国
内市場における受注シェア増加に大きく貢献している。

理研興業株式会社 代表取締役社長　柴尾　耕三

知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要 https://www.riken-kogyo.co.jp/

理研スピンドル ®

太陽電池付き高性能防雪柵

ワイヤーロープ用視線誘導標
【光るワイヤーロープ】

北海道小樽市銭函3丁目263番地7
1955年
12百万円
25人
国内で防雪柵の特許第一号を取得した防風防雪柵メーカーであ
り、設計調査から製造販売まで行っている
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